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1 はじめに

1-1 背景と目的

　幅員の小さな路地は、交通上、防災上危険な道路とみな

され、年々減少している 1)。しかし近年は、歴史ある景観を

継承し、地域コミュニティを形成する場として、路地を再

評価し、保全しようという動きが全国各地で見られるよう

になってきている 2)。新潟市においても、2010 年には路地

サミットが開催されるなど、路地への関心と保全の気運が

高まってきている。新潟市の古町地区注 1) は、1655 年に町立

てされた湊町を起源とし、竪屋町屋注 2) の卓越する歴史的市

街地（旧町人地）であり、多くの路地が存在していること

が知られている 3),4),5)。新潟は、京都や金沢と同様、比較的

規模の大きい都市としては戦災被害が軽微であった 6) ため、

空襲による家屋の焼失や戦災復興土地区画整理事業による

基盤改変を免れ、比較的多くの歴史的建造物注 3) や近世都市

空間の到達点と評された 7) 高密で整然とした宅地割がよく

残っている。古町地区の路地は、整然と並んだ竪屋町屋の

隣棟間、軒下に当たる空間に形成されたものを起源とする

可能性が考えられ、旧町人地の均一的な敷地割と竪屋町屋

の卓越といった地域性を背景に生まれたと推測される。こ

のように路地形成の背景は、京島のような密集市街地の路

地や、月島のような明治以降の土地開発で創出された路地

と大きく異なる（写真 1）。

　そこで本研究注 4) は、新潟市古町地区を対象として、路

地の分布状況を平面形態などと合わせて整理するとともに、

所有形態や空間構造から、竪屋町屋が卓越する旧町人地の

整然とした歴史的市街地に形成された路地の実態を明らか

にすることを目的とする。

1-2 既往研究と本研究の位置付け

　木造密集市街地に形成された路地に関しては、京島 8) や

谷中 9) などを対象とした研究がある。明治以降の計画的市

街地に形成された路地に関しては、月島を対象として、路

地空間の類型化を試みたもの 10) がある。近世以前の歴史的

市街地に形成された路地に関しては、例えば京都において、

町屋の隣棟間に形成された路地の所有形態と空間構造
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歴史的街区の袋路を対象とし、その変遷と袋路空間の類型

を行ったもの 11) 等がある。また、土地分割の方法と問題点

を考察したもの 12)、分筆の経緯と過程を詳細に明らかにし

たもの 13) があり、路地の所有形態についても研究がなされ

ている。このように、路地に関する研究の多くは、東京や

京都のような大都市を対象としたもので、新潟のような地

方都市を対象としたものはほとんど見られない。また、明

治以降に形成された市街地における路地の研究が多く、近

世以前の歴史的市街地については、京都を除き、非常に少

ない。これら既往研究の状況から、本研究は、地方都市の

歴史的市街地における路地を対象とする点で、体系的な路

地研究の一助となると考えられる。

　一方、本研究と同様、古町地区を対象とした路地に関し

ては、路地の幅員や長さ、建物用途等によって類型を行い

利用形態を把握したもの 14)がある。しかし、本研究のように、

路地の分布状況を平面形態と合わせて明らかにし、さらに

所有形態や空間構造にまで踏み込んだものではない。また、

本研究の対象地区を一部含む下町（しもまち）地域注 5)（図

1）を対象として、路地の分布と再生への課題を明らかにし

たもの 3) がある。これに対し本研究は、竪屋町屋が卓越す

る旧町人地において、隣棟間に形成された路地に着目する

It is known that many alleys are distributed over the Furumachi area in Niigata so that between dwelling units 
may be sewn. The purpose of this research is to grasp the actual condition of the alley in the Furumachi area. 1) 221 
alleys are widely distributed in the Furumachi area. It is the feature that many pass with a straight line type. 2) It is 
thought that the alleys more than about half are shared the site by halves.
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ため、町立て当時の市街地の範囲を対象としている。

1-3 研究方法

　本研究の対象範囲は、1655 年の町立て当時の範囲とする

が、現町名では、西堀前通 1 ～ 11 番町、古町通 1 ～ 12 番

町の一部、東堀通 1～ 13 番町の一部、東堀前通 1～ 11 番町、

本町通 1 ～ 13 番町、上大川前通 1 ～ 12 番町、横一番町注 6）

である（図 2）。

　路地の分布及び空間構造については、現地踏査（2012 年

4 月）により把握した。なお、隣棟間の入口に扉が付いてい

て入れないものは路地とみなしていない。調査項目は、位

置、通り抜け可否、路地入口部分の幅員（路地に面して隣

り合う建造物の壁面間距離）、路地に面する建造物に設けら

れた出入口（玄関及び勝手口）の位置、路地の立面形態（前

面道路側から見た路地に面する建造物の外観形態）である。

路地の所有形態については、新潟地方法務局が管理する登

記情報（インターネットサービス）を利用し、地図（45 件）

及び全部事項（121 件）、所有者事項（78 件）より把握した

（2012 年 6 ～ 12 月）。所有形態の変遷は、新潟市歴史文化課

所蔵の明治初期及び昭和初期の旧公図より把握した。また、

補足調査として、土地家屋調査士及び住民への聞き取りを

行った。

2 古町地区の街路構成と路地の特徴

2-1 古町地区の街路構成

　古町地区の街路構成は、「通り (トオリ )」「小路 (コウジ )」

「新道 (シンミチ )」「路地 (ロジ )」の四段構成である。主

要街路である南北方向の通り注7)、補助的な街路である東西

方向の小路注7) を基本とし、地区の中心部には新道注7) がある

（図 2）。新道は、背割線上の空地を通路として利用していた

ものが、その後正式に街路になったと伝わるものである (図

3)5)。古町 8の新道は、西側が「西新道」、東側が「東新道」

と呼ばれている。路地は専ら通りから伸び、通りや小路のよ

うに名称が付いている注8) ものは少なく、幅員もこれらの中

で最も小さい。以上より、本研究で扱う路地は、国道・県道・

市道のいずれでもないこと注9)、平常時自動車交通がないこ

と注10) を満たすものとする。なお、一部の小路や新道も、一

般的には路地と呼ばれる幅員の小さい街路である。

2-2 竪屋町屋の歴史的市街地における路地

　古町地区は、短冊形の敷地に竪屋町屋を中心に注11）建てら

れたものが連続した歴史的市街地である注 12)。竪屋町屋の市

街地では基本的に、雨じまいの関係から必然的に住戸間の

間隙が必要となる。よって、この住戸間の間隙から路地が

発生したことが想起される。そこで、新潟県内及び新潟県

に地理的に近い東北 6 県の主要都市のうち注 13）、歴史的市街

地の中から竪屋町屋の地域を選んだ注 14）。その後、地図上で

路地が複数件確認できた秋田市及び山形市の町人地域での

現地調査を行ったが、秋田 11 件、山形 43 件であった。後

で詳しく述べるように、古町地区には 221 件の路地が確認

されており、圧倒的に古町地区が多いことがわかる（図 4）。

京都の歴史的市街地と比較しても、単位面積辺りの路地件

数が多いと言える。また、都市内の路地を網羅的に調べた

ものが少ないため厳密には言えないが、秋田及び山形と比

べてみても古町の路地の残存状況はかなり良好であると推

図 2 古町地区における路地の分布

※ 1 東堀通を挟んで西側を古町側、東側を本町側とし、南北方向に大凡 
　　 番町毎で区切る。
※ 2 古町側を古町 1〜 12、本町側を本町 1〜 13 と表記する。例えば、西
　　 堀前通、古町通、東堀通の 1番町を「古町 1」とする。
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 測される。さらに、既往文献をみた範囲では、竪屋の町場

は小規模なものに限られている。したがって、竪屋の歴史

的市街地の路地に関して、新潟は国内でも代表例に位置付

けられると推測される。よって以後、古町地区の路地につ

いて詳細に見ていくこととする。

3 路地の分布と平面形態

3-1 路地の分布

　古町地区では、総数 221 件（表 1）、単位面積辺り 3.29 件

/ha と多くの路地が確認された。調査範囲を、東堀通を挟ん

で西側を古町側、東側を本町側とし、さらに、南北方向に

各番町で区切り、古町側を古町 1 〜 12、本町側を本町 1 〜

13 と表記する（図 2）。比較すると、本町側（85 件）よりも

古町側（136 件）に路地が多く、特に、古町 4,5,8 〜 12 に

密集していることがわかる。一方で、昭和 30 年大火後の「新

潟市火災復興土地区画整理事業計画」の範囲に含まれた古

町本町 6,716）は、他エリアに比べ極端に路地が少ないことが

わかる注 15）。古町・本町 2 や本町 8,9 も少なく、建替えが進

んだことが原因と考えられる。また、路地が多い区域には

歴史的建造物も多く、路地にはり付くように歴史的建造物

が分布している。

　30 年前と比較してみると、古町 8 〜 12 は路地減少率が低

く、古町・本町 1 〜 5 は、1983 年注 16）には古町・本町 8 〜

13 よりも多くの路地が分布していたが、この 30 年間で多く

の路地が消えてしまったことが分かる（図 5）。以上から、

路地件数が多く、路地減少率注17）も低い古町 8,9 は貴重であ

り、現役の花街であることも考慮すると保全の際には重要

なエリアであると考えられる。

3-2 路地の平面形態

　平面形態では直線の路地が97%（214/221件）で大半を占め、

通り抜けの可否についてみると、「袋路型」が 57%(127/221

件 )、「通抜型」が 43%(94/221 件 ) である。京都では袋路

型 97%(61/63 件）、通抜型 3%(2/63 件 ) であり 11)、古町地区

は通抜型の路地が多いことが特徴と考えられる（図 6）。通

抜型は、新道がある古町 5,8,9注 18）に偏りがあるが、その他

エリアの背割線を跨いで通り抜けられる路地が多いことも

特徴である。路地が接続する道の種類で分類すると、207 件

(95%) と多くの路地が通りに接続している。大凡全ての路地

が比較的幅員の大きな通りに接続するため、緊急車両が入

れない等の防災上の問題は少ないが袋路型の路地が過半数

を占めるため、避難上の課題であると言える。

3-3 路地の幅員

　通り抜けられる路地の場合には、2端点において路地幅員

の計測を行うため、路地件数 221 件に対して路地幅員全 315

件について見ると、平均幅員 1.9m、最小幅員 0.8m、最大幅

員 4.6m であった。最も多いのは、1.5m であり 1.5m 前後に

多く分布している。また、本町 1〜 4番町を調査範囲とし、

通りに面する歴史的建造物とこれと隣り合う建造物との間の

間隙を抽出し、住戸間の間隙の幅員についてサンプル調査を

行った（2010 年 12 月）。抽出した住戸間隙は 17 件で、平均

幅員 0.7m、最小幅員 0.3m、最大幅員 1.1m である。幅員 0.5m

前後の間隙が多く、壁面が隣家の壁面と接しているものはな

かった。以上より、住戸間の間隙と路地とは幅員において、

およそ 1.0m の前後で大まかには分かれるものの、幅員の点

で大きな差があるとは言えないものと考えられる (図 7)。

4 路地の分筆方法

4-1 路地の範囲

　建造物が建つ敷地を「建築敷地」、路地として利用されて

いる敷地を「路地敷地」、それ以外の隣家との間隙等を「空地」

とし、併せて「敷地」とする（図 8）。路地の幅員は、路地

を挟んで隣り合う建造物の隣棟間隔とする。奥行は、通抜

型は接続する両端点間を、袋路型は出入口位置に関わらず

突当りまでを路地敷地とみなす。

4-2 分筆形態

　路地敷地への筆の入り方に着目すると、「公共物」と「私

有物」とに分けられる。公共物は、法定公共物（水路）と

図 6 路地の平面分類
※ 通抜型の場合、対象の路地とそれ以外とが接続する両端をとり

　 「端点 1- 端点 2」 と表す。

路地 (221) 通り—新道 (42)

通り—通り (38)

通り (117)

小路 (10)

路地 (0)

通り—路地 (4)

小路—小路 (2)

小路—小路 (1)
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その他 (0)

その他 (0)

通り—小路 (3)

通り—路地 (3)

接続先※対象 平面形態

直線型 (214)

屈折型 (7)

通り抜け可否

通抜型 (87)

袋路型 (127)

通抜型 (7)

袋路型 (0)

※( ) 内は路地件数 ：通り抜け可 ：通りに接続

図 5 エリア別の路地件数と減少率
※ 古町 13 番町は調査範囲に含まれない。

図 4 路地件数と平面形態の割合

※ 1 参考文献 11) の調査範囲を基に作成。　
※ 2 ( ) 内は調査範囲を示す。
※ 3 棒グラフのパーセンテージは全路地件数における袋路型と通り抜け
　　 型の割合を示す。
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 法定外公共物（里道）であり、道路法による道路ではない

が現況は道路として扱われている。これらは、明治初期の

旧公図においても道として描かれ、歴史的に公的側面が強

く、小路と路地の中間的な存在であり、例外的なものである。

私有物は「一体型」「分離型」「複合型」の 3 タイプに大別

できる。路地敷地と建築敷地との区別なく敷地が一筆で描

かれるものを一体型、路地敷地が分筆されているものを分

離型とし、一体型と分離型とが混在しているものを複合型

とする（表 2）。

　最も多いのは一体型の 176 件で全体の 80% を占め、次い

で複合型 23 件、分離型 18 件であった。路地件数の多少に

関わらず、いずれのエリアにおいても一体型が過半数を占

める（図 9）。対して京都市街地においては、一体型が 11%

と少なく 11)、路地敷地を分筆しない場合が多いことが古町

地区の特徴である可能性が考えられる。

4-3 分筆過程 

　路地敷地を分筆する場合の分筆過程に着目すると、短冊

状の敷地の一部を切り離すように路地敷地の分筆が行われ

る「細分化タイプ（図 10）」が 35 件 (78%) で大半を占める。

基本タイプと公共物を除く 6 件は、複数の敷地を合筆した

後に、路地敷地と建築敷地とを分筆する「合筆挿入タイプ（図

11）」で少数であった。古町地区では、路地敷地の分筆の際

※ 1 古町 1を「古 1」と表記。　
※ 2 通り、新道、小路、路地の各接続先によりそれぞれ通、新、小、路と表記し、通り抜け型の場合は両端を表記し、袋路型は一方を空欄とする。
※ 3 通り抜け型の場合は両端を表記し、袋路型は一方を空欄とする。　※ 4 一体型、分離型、複合型、公共物をそれぞれ一、分、複、公と表記。　
※ 5 路地の両側に出入口がある場合を○、片側の場合を●と表記　※ 6 張出がある場合を○、ない場合を×と表記。

表 1 全路地の基礎情報

図 7 路地と住戸間隙の幅員

※1 ※2 ※3 ※4 ※5 ※6

35

30

25

20

15

10

5

0

幅
員
毎
の
路
地
の
件
数(

件)

路地の幅員(m)

0.80.60.40.40.2 4.64.44.24.03.83.63.43.23.02.82.22.01.81.0 1.2 1.4 1.6 2.4 2.6

：路地の件数

：間隙の件数
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に合筆を行うことは少なく、宅地割が改変されることも少

なかったと考えられる。

5 路地の所有関係

5-1 一体型

　一体型の場合には、路地敷地の所有関係が明確でない。

このため、隣地との境界を示す境界杭によって 95 件の路地

で隣地境界を確認した。このうち、一体型で境界が路地幅

員の中央部にあるものは 39 件であった（表 3）。これらは、

路地を挟んで隣り合う敷地から路地敷地を出し合っている

例で、一体型の場合には路地に面する全ての敷地所有者が

路地の所有者となる。次いで、路地の片端に境界があり、

路地敷地を一方が所有している場合が 36 件であった。両端

に境界があるものは一体型には該当しなかった。路地に面

する建造物の出入口に着目してみると、一体型で路地に面

する建造物の両側に出入口があるのは 103 件であった。こ

のうち境界杭があるのは 44 件で、境界が中央部のものは 33

件 (75%) であった（図 12）。このことから、両側に出入口が

ある路地は、隣り合う敷地で路地敷地を出し合っている可

能性が高く、古町地区では半数程度の路地が分筆によらな

い敷地の出し合いによって成立しているものと推察される。

　境界が明らかになった路地は半数に満たなかったが、調

査範囲に詳しい土地家屋調査士への聞き取りにより、中央

部が隣地境界である場合が多いことがわかった。ただし、

路地敷地の所有形態は路地に面する住民同士で決める個別

のルールに基づくものであり、一概には言えないことに留

意する必要がある。住民への聞き取りからは、路地を「出

し合いのコウジ」や「ヘヤナカサ（＝ヘヤとヘヤの間の意）」

と呼ぶ場合があることがわかり、隣家と路地敷地を出し合

うことは珍しくないことが伺える。

5-2 分離型及び複合型 

　分離型（3 件）及び複合型（8 件）においても境界が中央

部で出し合っている場合がある。これらは、路地を挟んで

隣合う敷地所有者の一方が自ら所有する敷地から路地敷地

のみを分筆したためであり、一体型の出し合いと同じ性格

であると考えられる（図 13）。

　分離型の所有関係に着目すると、路地の前面道路に接続

する部分の所有者に表敷地所有者注 6) を含む場合が 7 件 40%

程度ある（表 4）。これらは路地を利用せず済む場合にも、

路地敷地を所有している点に特徴がある。さらに、所有形

態の違いによって 9 タイプに分類すると、最も多いのは路

地を含む旗竿敷地を単独で所有する「単独−裏・旗竿」の 6

件である。「単独−裏・旗状」の 2 件も路地敷地と建築敷地

とが分割されているが所有形態は同じである。この時、そ

の他の裏敷地及び表敷地は無権利である。次いで「共有」

が 3 件だが、路地に面する全ての敷地所有者で共同所有す

る場合が 2 件、一部の敷地所有者と無関係者とで共同所有

する場合が 1 件であった。その他、表敷地所有者が路地敷

地を所有している「単独−表」が 2 件、路地と敷地の所有者

が無関係の場合が 2 件であった。路地敷地を分割している

場合は 3 件あり、幅員方向に分割している「単独−縦分割」、

前述の旗状に加えてさらに裏の路地敷地と裏敷地所有者が

同じである「単独−裏＋旗状」、通り抜けられる路地で「単

独−表」と「単独−裏・旗状」が複合した「単独−表＋旗状」

がそれぞれ 1件ずつであった。

6 所有形態と立面構造との相関関係

　竪屋町屋の市街地である秋田及び山形において、路地に

面する建造物側面に張出があるものを、秋田で 1 件、山形

で 7 件、古町地区で 30 件確認した。いずれの張出も、路地

幅員の半分以上を覆うものである。これらの張出は、隣家

一体型 (176) 分離型 (18)

私有物 (217)

複合型 (23)
公共物 (4)

模
式
図

定
義

型
名

路地敷地と建築敷地
が分離している

路地敷地の一部が
建築敷地から分離
している

公共の所有
路地敷地と建築敷地
が一体になっている

前面道路

表 2 路地敷地の分筆形態による類型 
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図 9 エリア別の路地敷地分筆形態

建築敷地
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空地
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隣地境界

背割線

路地

前面道路

路地建築物境界
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物理的実態

境界設定状況

図 8 路地と建築物の位置関係による路地の範囲

図 10 細分化タイプの分筆過程 
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図 11 合筆挿入タイプ分筆過程 

※ 1 法務局所管の旧公図、公図及び登記簿を基に作成。　

※ 2 便宜上、地番を 1- ○等と表記。

昭和 51 年〜（1976〜)

4-24-1

3-2

1-6

1-11-5

1-4

1-8

1-9

1-17
1-10

1-11

1-12

1-13

1-14

1-15

1-16

昭和 51 年（1976)

4-24-1

3-2

1-1

昭和初期（1937〜)

4

3

1-1 1-2

1-3

2

昭和初期〜51 年（1937〜1976)

4-24-1

3-2 3-1

2

1-1 1-2

1-3

明治初期（1872〜1880)

2

4

3

1

※ 凡例は図 8に同じ

※ 1 法務局所管の旧公図、公図及び登記簿を基に作成。
　
※ 2 便宜上、地番を 1- ○と表記。
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と接しない点において 3 地区に共通している。このタイ

プの古町地区における境界位置は、片端である場合が 9

件で最も多かった（表 5）。さらに古町地区では、張出が

路地幅員の半分以下を覆う場合を 46 件確認した。このう

ち 13 件は境界が中央部にあり、境界が不明の場合にも両

側に出入口がある場合が 18 件であった。以上から、隣地

境界と張出とが相関関係にあり、建造物の外観によって

も所有形態を推察出来ると考えられる。この点において、

秋田及び山形には、敷地を出し合っていると推察できる

路地は確認出来なかった。

　他方、横屋町屋の市街地である先斗町において、両側

から張出のある路地を確認できた。公図を確認したとこ

ろ、路地敷地の分筆は見られなかった。さらに、地元住

民によると、境界は路地の片端にあり、路地敷地を一方

が所有している場合が一般的であるとされる。これより、

古町地区の路地と外観上は類似するが、所有形態には異

なる傾向があると推察される。今後、先斗町も含め、特

に歓楽街のような敷地の高度利用が必要とされる他の地

域に関しても、詳細な調査が必要と考えられる。

7 結論

(1) 新潟市古町地区には、調査範囲 67ha 中、221 件の路

地が確認でき、県内及び東北地方の主要な歴史的市街地

と比較して、広範囲に多数の路地が分布することが分かっ

た。また、京都市中心部と比べて、路地の密度は高いこ

とは推測されるが、今後さらなる比較分析が必要である。

(2) 本町側に比べると、古町側により多くの路地が分布し、

新潟大火を免れた古町通 4,5,8 ～ 12 番町に特に密集して

いる。平面形態としては、直線型かつ通り抜け可能な路

地が約40%と多い点が古町地区の特徴と考えられる。また、

幅員も平均 1.9m と、月島や京都の例と比べても狭いこと

が分かった。

(3) 路地の分筆形態は 4 タイプに分類できた。路地敷地と

建築敷地とが一筆になっている一体型が 176 件（80％）と

最も多い。路地敷地を建築敷地から分筆している場合は

少数であり、路地敷地の全てが分筆されている分離型が

18件、路地敷地の一部が分筆されている複合型が23件だっ

た。他に公共物が 4件確認された。

(4) 多数を占める一体型の場合、路地の中に敷地境界が存

在し、古町地区における約半数の路地は、両側の建築敷

地から路地敷地を半分ずつ出し合い、1 件の路地を成立さ

せていると考えられる。こうした路地は、地元では「出

し合いのコウジ」、「ヘヤナカサ」とも呼ばれる。

(5)路地を分筆するケースは全体の20%程度と少数である。

また、路地敷地を分筆している場合にも、同様に敷地を

出し合っている場合がある。共同所有や旗竿敷地の他、

各自家前及び横を所有する場合もあり、分離型だけでも 9

タイプと様々であった。

【補注】

注 1)1655 年に町立てされた新潟町のメインストリートは古町通であ

る。今の住所では古町通 1 〜 12 番町に相当する。柾谷小路は旧新潟

現在の路地位置

1 2
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図 13 複合型における出し合いの例
※ 1 旧公図、公図及び登記簿より分筆過程がわかるものとして、古町
     10 番町の例を挙げる。
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11

出入口方向分筆形態 境界杭 境界位置

図 12 路地に面する出入口と路地敷地を出し合う路地の関係

分筆形態
計

一体型 分離型 複合型 公共物

境
界
位
置
／
出
入
口
方
向

中央部 両側 33(1) 3 7(1) 1 44(2)

51(3)

98(3)

片側 6(1) 0 1 0 7(1)

両端 両側 0 1 1 0 2

2片側 0 0 0 0 0

片端 両側 11(1) 2 4(1) 0 17(2)

45(3)片側 25(1) 2 1 0 28(1)

なし 両側 59 6 8 3 76

126片側 44 4 2 0 50

※ 1 数値は路地件数を示す。　 
※ 2 （ ）内の数値は通り抜け型の両端に境界杭があった場合の重複を
　　 表す。

表 3 分筆形態と隣地境界位置による類型

路地敷地接道部分と表敷地との所有関係

表敷地所有者を含む(7) 表敷地所有者を含まない(12)

共
有—

全
員(

　)

な
し(

　)

共
有—

一
部(

　)

単
独—

表(

　)

単
独—

縦
分
割(

　)

あ
り(

　)

単
独—

裏+

旗
状(

　)

単
独—

表+

旗
状(

　)

単
独—

裏
・
旗
竿(

　)

無
関
係(

　)

15

2

1

1 1

1

2

単
独—

裏
・
旗
状(

　) 2

6

2

3

境界
位置

なし

なし

片側

両側

片端

両端

両側

両側

なし 両側

なし

なし

なし

片端

中央

なし

両側

片側

片側

片側

両側

両側

なし

片端

両側

片側

なし

中央

両側

両側

なし 片側 なし 片側

片端 両側

出入口
境界
位置 出入口

前
面
道
路

表 4 分離型における所有関係類型

※ 1 （　）内の数値は路地件数を示す。　

※ 2 同色は所有者が同じであることを表す。

表 5 路地に面する建造物の張出と所有形態による類型

張出と幅員の関係 張出（片）＞幅員の半分 張出（片）≦幅員の半分 張出（両）≦幅員の半分

写真

境
界
位
置
／
出
入
口
方
向

中央部 両側

3

2

10

9

3

3

片側 1 1 0

両端 両側

0

0

0

0

0

0

片側 0 0 0

片端 両側

9

4

6

2

0

0

片側 5 4 0

なし 両側

18

5

26

17

1

1

片側 13 9 0

計 30 42 4
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町の中心で、現在 NEXT21( 新潟市中央区役所も入居 )と三越になって

いる部分には奉行所があった。現在では柾谷小路がメインストリート

になっており、柾谷小路を中心とする本町通等も含め一帯を通称して

「古町」と呼んでいる。本研究では、町立ての範囲を便宜上「古町地区」

とするが、一般には 1〜 4番町にかけては「上古町（かみふるまち）」

とよばれ、10 〜 13 番町は「下町（しもまち）」に含めることが多い。

注 2) 妻入、平入の同義語として竪屋、横屋がある。建築大辞典（彰

国社 ,1993）によれば、竪屋とは「山形県庄内、岐阜県西部、北陸地

方において妻入り民家のこと」とし、その理由として「棟筋が道と直

角になっているからであろう」とある。妻入は前面道路と棟が直交す

る場合を指すが、入口が建物側面にあることもあり、その場合、入口

位置としてみると平入になる。このような混同を防ぐ目的で、本研究

では、入口位置に関わらず前面道路と大棟が直交する場合を「竪屋」、

平行の場合を「横屋」と定義する。

注 3) 概ね 1945 年（第 2次世界大戦）以前に建てられたものとする。

注 4) 本稿の一部は、参考文献 4)を基に新たに分析を加え加筆、修正

したものである。

注 5) 参考文献 3) による。主に、柾谷小路以北を指す。

注 6) 横一番町は、西側を古町通 3番町、東側を東堀通 2番町と東堀通 3

番町に囲まれた区域であり、現在は小路に面して両脇に 5 棟が立ち並ん

でいる。

注 7) 通り・小路・新道の平均幅員はそれぞれ、17.7m・15.7m・3.2m

である。（参考文献 15) より）

注 8）古町 9-10, 古町 9-14 は六軒小路の名称がついているが、本研

究の定義では路地に該当する。このように、地元では専ら路地は小路

(コウジ)と呼ばれている。なお、六軒小路は公共物である（4-2参照）。

注 9)「公道でない」とする定義もある（参考文献 2) より）が、古町

地区では法定内公共物及び法定外公共物の道があるため。

注 10) 既往研究では「4m 以下」とする場合もあるが、古町地区では

小路及び新道には、4m 以下で自動車が通る場合があるため。

注 11) 古町地区には、前棟が横屋、後棟が竪屋である「丁字型町屋」

が多数あるが、これらは竪屋を起源とするものと推察されている（参

考文献 17)）。

注 12) 古町通 1〜 12 番町、本町通 1〜 13 番町は通りとしての古町通、

本町通を中心とする両側町である。また、東堀通 1 〜 13 番町は通り

としての東堀通の西側にある片側町であり、西堀前通 1 〜 11 番町、

東堀前通 1 〜 11 番町は通りとしての西堀通、東堀通の東側にある片

側町である。

注 13) 日本で初めて詳細な人口調査が行われた明治初期の人口を基準

とし、およそ 10 万人以上の都市を対象とした。

注 14）参考文献 18) より、竪屋の町並みが残っている地区を抽出し

た他、インターネット上の航空写真により現在の残存状況を把握した。

注 15) 古町地区では、明治 13 年及び 41 年にも大火があった。明治

13 年には、道路や堀、建物の改修等の建議がなされたが実現に至ら

なかった。明治 41 年には、柾谷小路や鍛冶小路などの主要街路の拡

幅が行われたが、大規模な区画改変はなかった。

注 16) 昭和 30 年の大火後、背割線上の空地であった古町 5 の西側新

道と古町 6の両新道が成立し、後に古町 5の西側では建築物の建替え

が進んだとされる。この一画に現在路地が少ないのは、多くの町屋の

建替えにより住戸間隙が狭まり、路地が消滅したためと推測される。

また、古町 5の東側新道だけは、戦後まもなく整備されたため、区画

改変の影響が見られない。こうした整備時期の違いが、現在の路地の

分布に影響を与えている可能性がある。

注 17)（1983 年の路地件数 -2013 年の路地件数）÷ 1983 年の路地件数×

100(%)

注 18) 古町 5 番町に位置する新道は「昭和新道」と呼ばれ、現在も性風

俗関連特殊営業 (風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律

にて定義 )を行う店舗が 8軒営業している。
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